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1  q(t)H0 + q(t)H1 (1)
ここで，q(t) はアニーリングスケジュールと呼ばれるものであ
り，q(0) = 0; q(1) = 1 を満たすような単調増加関数である．
























状態の固有値の差であり，1   2 は基底状態へと到達する確率























ここで，y = (y1; y2; : : : ; yn); yi 2 C は通信路の出力，C は複
素数全体の集合，wi; (i = 1; 2; : : : ; 2k) は符号語，k は情報記
号数であり，n は符号語長である．各出力に対する条件付確率
p(yj jwi;j)は次のように計算される．





ここで， wi;j 2 f A;Agは BPSK信号の振幅であり，2 は雑
音の分散である．受信者は，式 (3)の条件付確率を最大にする符












H0 = I2n   j (0)ih (0)j (6)
ここで，








である．また，jwi;j = Ai = (1; 0)T，jwi;j =  Ai = (0; 1)T で
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め，符号語長を n = 6，通信路の出力を y = (1; 1; 1; 1; 1; 1)，
BPSK 信号の振幅を A = 1，雑音の分散を 2 = 1=2 と設定す
る．また，ペナルティ関数を符号語長と振幅が大きくなるに従っ
て増えるようにするため，c(n) = nAn と設定する．
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